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 現代社会において IT（ in fo rm at io n  te ch n o lo gy）機器は生活の隅々にまで
浸透してきているが，多機能化する IT 機器の操作がうまくできないという

高齢者の声は多い．特に， ATM（ Au tom at i c  Te l l e r  M ach in e）は，高齢者の
苦手な機器の一つとしてしばしば取り上げられる．   
加齢に伴い心身の諸機能は低下するため，IT 機器設計においてはその低下

に対しての配慮がなされる必要がある．しかし従来なされていたその配慮の

多くは，「見やすい」や「押しやすい」など，視覚機能あるいは身体運動機能

への加齢配慮が中心となっており，操作の「わかりやすさ」といった認知機

能への配慮は不十分であった．このことが未だ IT 機器を使えないとの高齢

者の訴えにつながっていると考えられる．従って，加齢による認知機能の低

下を配慮した「わかりやすい」インタフェースが有すべき諸条件が明らかに

され，その諸条件に従って，実際にインタフェースが設計されていくことが

必要と考えられる．   
そこで本研究では，高齢ユーザの円滑な IT 機器操作支援を目標に，高齢

ユーザに対する認知的ユーザビリティを考慮した，操作がわかりやすいイン

タフェースを提案することを目的としている．すなわち IT 機器の典型的な

駆動方式である， GUI（ Gr aphi ca l  Use r  In t e r face）仕様のシーケンスメニ
ューによる手順型操作機器を対象に，事例として ATM を用い，機器操作時

の認知活動における高齢者の行動特性と操作傾向を「認知行動特性」として

捉え，この認知行動特性に注目し，ここからインタフェース設計において配

慮すべき事項を検討する．さらに本研究では「情報認識」が重要と考え，そ

の支援手段として注意の焦点化に着目し，焦点化を促す２方式を提案し，そ

の有効性を検証する．これにより，本研究では，高齢者の円滑な操作を支援

する GU I 仕様の手順型操作機器のインタフェースの諸条件について明らか
にしている．なお，本研究は高齢者の操作支援を目標にするものの，若年者・

中年者に対して操作を阻害しない方法を見出す立場にたっている．  
そもそも機器操作における人間の情報処理を，知覚・認知・動作の段階に

分けると，ATM 操作を例とした場合のユーザ側（人間側）の認知活動は次の

ように進む．すなわち，まず，画面が表示されると知覚段階で「表示を見る」．

認知段階では，画面上の見るべき位置に視線を移動させ，見るべき位置に視

線を動かし「情報認識」を行い，何をすべきか「内容理解」し，提示された

選択肢を「探索」し，目標に合致した選択肢の選択を行う．この後，動作段

階では，選択・確認ボタンを押下する．さらに，この動作により選択された

事項が正しく受け付けられたのか，表示の「確認」を行う．これがユーザの

目標に必要なステップ数だけ繰り返され，最後に入力したすべての項目を確

認し，確定する．本研究では，この認知活動に焦点を当てるが，先行研究に

基づくと，「情報認識」段階で躓き，その後の操作に問題を生じさせているこ

とが示唆されていることから，特に，認知活動の最初に行う「情報認識」に

着目する．すなわち，本研究の仮説として，画面上の見るべき位置に注意を
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向けさせる注意の焦点化により，情報認識がしやすくなると考え，そのため

の以下の２つの方式を提案し，その検証を行っている．  
一つ目の方式として，画面上に提示される情報を整理削減することで，自

然に見るべき情報に注意を向かせる方式を提案する．従来，インタフェース

設計では，人の視線は左上から右下に動くものであるというグーテンベルグ

の法則等に基づき，情報やボタンなどの配置が検討されてきた．ATM もこれ

に従いインタフェースの設計が行われてきたが，操作の複雑化に伴う画面情

報の増加により，瞬時に必要な情報を抽出することが苦手とされる高齢者は

見るべき情報を探すことができず，迷いが生じていると考えられる．従って，

仮説として，メニューのシーケンスが長くなったとしても一画面上に提示さ

れる情報を減らし，かつ画面上の情報提示の仕方を高齢者の認知特性に基づ

き丁寧に配慮することで，高齢者も自然に見るべき情報に注意を向けること

ができ，操作が円滑になると考えられる．この仮説のもと，本研究では画面

上の情報整理等に関わる具体的な配慮事項を実験的に明らかにした上で，こ

の方式の有効性を，高齢者を被験者としたユーザビリティ実験により検証し

ている．   
二つ目は，画面上に表示される項目を音声ガイダンスとして順次読み上げ，

さらにこの読み上げに連動して，当該項目をハイライトすることで視線を誘

導する視覚ガイダンスを付加する方式（本研究ではこれをダイナミックガイ

ダンスと呼ぶ）を提案する．仮説として高齢者の注意が画面上の見るべき位

置に集中しやすくなり，情報認識が確実になされ，円滑な操作が促されると

期待される．ただし，その提示速度が円滑な操作に大きな影響を与えると考

えられ，さらに，画面上の情報の多寡により，提案するダイナミックガイダ

ンスの効果が異なると考えられることから，本研究では，これらの点につい

てユーザビリティ実験を行い詳細に検討している．その結果，適切な提示速

度を見出し，また，この方式は，画面上の情報を減らすことができない場合

に有益であることを明らかにしている．  
以上の成果をとりまとめ，本研究は，高齢者にとってわかりやすく，かつ，

若年者・中年者の操作を阻害せず，むしろそれらの者においても有益となる

GUI を搭載した手順型操作機器のインタフェースについて考察している．  
本論文は， 8 章から構成されている．  
第 1 章では，緒言として，本論文の研究背景を述べ，IT 機器の操作性に関

して解決すべき課題を明らかにし，研究の目的を述べている．  
第 2 章では，IT 機器操作の認知モデルを作成し，それに基づき本研究にお

ける仮説を導いている．さらにその仮説検証のための研究方法について述べ

ている．  
第 3 章では，現在多くの銀行で一般的に使用されている ATM（従来型シス

テム）を模した ATM シミュレータを製作し，そこにおいて，若年者，高齢

者疑似体験ツールを装着した若年者及び，高齢者を被験者としたユーザビリ
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ティ実験を行い，ATM 操作における高齢者の認知行動特性を明らかにし，そ

れに基づき認知行動特性を考慮したインタフェース設計のための配慮点を導

いている．  
第 4 章では，第 3 章で得られた配慮点の検証と，画面上の情報整理を行う

ことで注意の焦点化を促す方式の有効性の検証を行っている．すなわち高齢

ユーザ向けの ATM（加齢配慮システム）のインタフェースを設計し，シミュ
レータを製作し，従来型システムと比較するユーザビリティ実験を行うこと

で情報整理の有効性について検証を行っている．   
第 5 章では，画面上の見るべき位置への視線誘導について議論し，ダイナ

ミックガイダンスの提案を行う．その上で，ガイダンスの提示速度について

ユーザビリティ実験により検討している．  
第 6 章では，第 4 章で設計した加齢配慮システムと従来型システムそれぞ

れにダイナミックガイダンスを搭載し，操作支援の効果について検証してい

る．その結果，情報が整理され，一画面上に提示される情報が削減されてい

る場合は，ダイナミックガイダンスを搭載する効果は乏しく，一方，情報が

多い場合は操作支援効果が見られたことを示している．  
第 7 章では，総合考察として，得られた成果について，人間の注意機能の

点で考察を行い，また，インタフェース研究における成果の位置づけを明ら

かにしている．さらに，研究成果を整理し，高齢ユーザ対応の手順型操作機

器のインタフェースを設計する際の検討ステップをまとめている．  
第 8 章では，結語として本論文のまとめを行い，今後の課題および展望を

述べている．  
以上のように，本研究では，高齢者の認知行動特性に注目し，高齢ユーザ

に対して操作のわかりやすさを支援する加齢配慮 ATM の諸条件について実

験的に検討し，その有効性を検証した．これにより ATM はもとより GUI 仕
様の手順型操作機器のインタフェース設計において，加齢配慮の設計指針を

与えるものであり，高齢者の IT 機器の円滑な使用に貢献する．この成果は

今日の高齢社会を見たとき，その社会的な意義も大きい．  
 よって，本論文は，博士（工学）早稲田大学の学位論文として価値あるも

のと認める．  
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